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1. はじめに 

 本報告は，地方公共団体の都市計画部局に対

して 2011 年 2 月に実施した「地方公共団体の都

市計画・まちづくり分野における地理空間デー

タの整備・活用状況に関する調査」の結果を元

に，2011 年東北地方太平洋沖地震による被害を

受けた団体を対象とした集計を行い，地理空間

データの整備活用状況を概観したものである． 

2011年 3月 11日に発生した2011年東北地方

太平洋沖地震は，東北・関東の太平洋沖を中心

とした広い範囲で被害をもたらした．被害の全

容については，未だ調査の途上であるものが多

いが，それと同時に復興に向けた様々な調査・

検討 1)，計画策定等が並行して進められている． 

その中でも特に，地方公共団体での復興計画

における都市計画部局の担う役割は大きい．こ

うした状況において，様々な被害状況を集約し，

さらに復興に必要な計画を検討・立案する上で，

地図や地理空間データは重要なアイテムである

といっても過言ではないだろう．こうした観点

からの現地調査やデータ整備 2)も進んでいるが，

こうしたデータの活用やこれまでに蓄積された

情報との連携等の観点からは，従前からの整

備・活用状況も無視できない観点だと言えよう．

しかし，こうした検討は管見では見られない． 

そこで，2011 年 2 月に国土技術政策総合研究

所都市研究部で実施した「地方公共団体の都市

計画・まちづくり分野における地理空間データ

の整備・活用状況に関する調査」の結果を元に，

大震災により被害を受けた団体における地理空

間データや地理情報システム（GIS）の整備・活

用状況について，災害救助法適用団体に着目し

た集計を行い，外形的な特徴から整備・活用状

況について概観することにした 3)． 
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2. 検討方法 

2.1 国総研 2011 調査 

前述の「地方公共団体の都市計画・まちづく

り分野における地理空間データの整備・活用状

況に関する調査」（以下，国総研 2011 調査とす

る）は，国土技術政策総合研究所都市研究部が

調査主体となって，2011 年 2 月 1日現在の都道

府県 47 団体，および特別区と政令市を含む全て

の市町村（以下，基礎自治体とする）1750 団体

の都市計画・まちづくり担当課に対して実施し

た調査である．方法は，表-1 の内容についての

調査票等を郵送配付し，ファックスまたは電子

メールでの回答を依頼した．回答締め切りは 2

月 16 日とした 4)．基礎自治体の回答数は 1556

（88.9％）であった（表-2 上）． 

 

2.2 分析対象 

本検討において，地震による被害を受けた団

体をどう設定するかは，様々な方法が考えられ

る．１つは被害そのもので対象地域をくくり出

す方法，もう 1つは何らかの法適用団体を対象

とする方法などが考えられる．前者については，

今回の地震に関しては広範囲に被害が広がって

いることから，未だ被害の全容が詳細に把握出

来ていないという問題がある．そこで本稿では，

後者の方法により，その１つとして，東京都を

除く災害救助法適用団体 190 団体 5)を分析対象

とすることにした（図-1）． 

国総研 2011 調査では，災害救助法適用団体の

うち，175 団体の回答を得ることが出来ている

（表-2 下）．これは調査全体の基礎自治体の回

答率（88.9％）よりも若干高い回答率である． 

 

３．結果 

前章での整理を受けて，国総研 2011 調査結果

より，災害救助法適用団体における，紙媒体で

の地図や地理空間データの整備状況，システム

の導入状況を概観する． 

表-1 調査内容 

 
※千葉市美浜区については，市として分析 

※東京都は，適用理由が他県と異なるため，対象外 

図-1 分析対象（災害救助法適用団体） 

表-2 調査対象と分析対象団体数 

都道府県 基礎自治体

傘下の自治体作成の地図の収集状況 整備対象地域（全域か，一部か）

傘下の自治体作成の地理空間データ
の収集・提供状況

整備対象地域（全域か，一部か）

土地利用属性の整備状況

GISの導入状況（有無，システム名など）
システムの操作について（操作できる職員がいるか，外部に依頼すること

があるか）
活用用途

回答者情報（都道府県名，部署名，担当部署名など）
紙の地図の作成状況（有無，年次，縮尺）

地理空間データの整備状況（有無，年次，地図情報レベル）
データの形式

整備されている項目
建物属性の整備状況

岩手県岩手県

福島県福島県

秋田県秋田県

山形県山形県

新潟県新潟県

宮城県宮城県

栃木県栃木県

青森県青森県

茨城県茨城県

群馬県群馬県

埼玉県埼玉県

千葉県千葉県
山梨県山梨県

東京都東京都

神奈川県神奈川県

長野県長野県

凡例

主要鉄道

災害救助法適用団体

適用団体（第11報）

■調査対象団体数と回答数
総計 市 特別区 町 村

団体数 1,750 786 23 757 184

回答数 1,556 752 23 645 136

回収率 88.9% 95.7% 100.0% 85.2% 73.9%

■災害救助法適用団体（今回の分析対象）
総計 市 特別区 町 村

団体数 190 83 84 23

回答数 175 80 77 18

回収率 92.1% 96.4% 91.7% 78.3%



図-2 紙媒体の地図の整備状況 

 

図-3 紙媒体の地図の整備（更新）直近年次 

 

3.1 紙媒体での地図の整備状況 

まず，紙媒体での地図の整備状況を見てみる

（図-2）．災害救助法適用団体数を母数とすると，

紙媒体の地図を整備していると回答している団

体は 163 団体で，調査全体の基礎自治体での整

備率よりも若干であるが高いといえる 6)． 

また，整備（更新・修正）した直近年次を示

したのが図-3 である．これを見ると，1990 年以

前に最終整備（更新）したと回答した団体もあ

るが，この 1～2年で整備（更新）した団体が最

も多く，ここ近年の変化を反映した地図を有し

ている団体が比較的多いことがわかる． 

 

3.2 地理空間データの整備状況 

次に，地理空間データの整備状況を見てみる

（図-4）．災害救助法適用団体数を母数とすると，

地理空間データを整備していると回答している

団体は 91 団体で，調査全体の基礎自治体での整

備率と同程度である 6)． 

また，整備（更新・修正）した直近年次を示

したのが図-5 である．これを見ると，2000 年以 

前に最終整備（更新）したと回答した団体はご

く少数で，2010 年に整備（更新）した団体が最

も多く，ここ近年の変化を反映した地理空間デ

ータを有している団体が多いことがわかる． 

 

3.3 システムの導入状況 

地理空間データを整備している団体を対象と

して，地理空間データを活用するためのシステ

ムの導入状況を尋ねた．これまでの調査（例え

ば，阪田・寺木：2009 など）においても，地理

空間データの整備率とシステムの導入率は一致
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図-4 地理空間データの整備状況 

 

図-5 地理空間データの整備（更新）直近年次 

 

図-6 システムの導入状況 
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しないことが明らかとなっているが，今回の調

査においても同様の状況が見られ（図-6），災害

救助法適用団体を対象としたシステムの導入率

は，全国の導入率よりも若干低いが，有意な差

であるとまではいえない 6)． 

 

3.4 考察 

前節までは，紙媒体の地図・地理空間データ・

システムの整備・活用状況を独立に見てきたが，

考察として，整備年次の比較と，団体ごとの回

答をパターンについて見てみよう． 

●整備年次の比較 

まず，紙媒体の地図と地理空間データの整備

年次について，2011 年を 100 とした時に，各整

備年次のしめる割合（累積）が整備（更新）年

次を遡るにつれて，どのように変化するかを見

たものが図-7 である．つまり，図中それぞれの

曲線の傾きの絶対値が大きいほど，地図や地理

空間データの整備年次からの経過時間が短いと

いえる 7)． 

一見して，地理空間データの方が，整備年次

からの経過時間は短いといった傾向があること

がわかる． 

詳細に見てみると，地理空間データの累積割

合が 50％の年次が 2006 年にあたることから，

約半数の団体では 5年以内に最終整備（更新）

された地理空間データを有していることがわか

る．これは，基礎自治体との違いは，あまり大

きくない．一方，紙媒体の地図の累積割合が

50％の年次が 2005～2004 年付近にある．また，

地理空間データと同様に 2006 年時点を基準に

見てみると，5 年以内に最終整備（更新）され

た団体は，地理空間データの場合よりも少ない

ことがわかる．さらに，若干ではあるが，基礎

自治体の傾向を示す曲線よりも少し右側にある

ことから，全国的に見ると災害救助法適用団体

の紙媒体の地図は，整備からの経過時間が若干

ではあるが長いということがわかる． 

●回答パターンの傾向 

今回の分析対象である災害救助法が適用され

た各団体の紙媒体の地図（整備の有無と年次），

地理空間データ（整備の有無と年次），システム

の導入状況の回答についてのパターンを見たの

が，表-3 である．ここではパターン抽出の簡便

化のために，整備年次は現在から見て 5年前に

あたる2006年を区切りに2つに分類することに

した． 

表-3 より，回答パターンとして多いのは， 

・地理空間データは整備していないが紙媒体の

地図は整備している（直近の整備年次は 6年以

上前）団体(回答パターン①)  

図-7 2011 年を 100 として見た整備年次の変化 

 

表-3 回答パターン（分析対象のみ） 
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紙地図基礎自治体(n=1413)

データ災害救助法適用団体(n=91)

データ基礎自治体(n=854)

最終整備（更新）時点からの経過時間

システム
有無 年次 有無 年次 有無 割合

① 有 5年超 無 - - 38 20.0
② 有 5年以内 有 5年以内 有 37 19.5
③ 有 5年以内 無 - - 34 17.9
④ 有 5年超 有 5年以内 有 14 7.4
⑤ 有 5年以内 有 5年以内 無 13 6.8
⑥ 有 5年超 有 5年超 有 11 5.8
⑦ 無 - 無 - - 8 4.2
⑧ 有 5年超 有 5年以内 無 4 2.1
⑨ 有 5年以内 有 5年超 有 2 1.1
⑩ 有 不明 有 5年以内 有 2 1.1
⑪ 有 不明 無 - - 2 1.1
⑫ 無 - 有 5年以内 有 2 1.1
⑬ 有 5年以内 有 不明 有 1 0.5
⑭ 有 5年以内 不明 - - 1 0.5
⑮ 有 5年超 有 5年以内 不明 1 0.5
⑯ 有 5年超 有 5年超 無 1 0.5
⑰ 有 5年超 有 不明 有 1 0.5
⑱ 有 不明 有 不明 有 1 0.5
⑲ 無 - 有 5年超 有 1 0.5
⑳ 不明 - 不明 - - 16 8.4

※不明には未回答を含む 190 100.0

データ紙地図回答パ
ターン

団体数



・紙媒体の地図・地理空間データ・システムを

整備していて，さらに地図・データとも 5年以

内に最終整備・更新を行っている団体（回答パ

ターン②） 

がそれぞれ 2 割程度であることがわかる．さら

に， 

・地理空間データは整備していないが紙媒体の

地図は整備している（直近の整備年次は 5年以

内）団体(回答パターン③) 

までのパターンに全体の約 6割の団体が該当す

ることがわかる．  

また，紙媒体の地図は整備せず，地理空間デ

ータとシステムを整備・導入している団体（回

答パターン⑫，⑲）が，わずかではあるが存在

していることがわかる． 

今回のパターンの抽出では，団体規模を考慮

していないので，結論を急ぐのは危険ではある

が，今回の地震により被害を受けた団体におけ

る紙媒体の地図・地理空間データ・システムの

整備・活用状況の傾向としては興味深いと考え

られる． 

 

４．まとめ 

以上，2011 年東北地方太平洋沖地震による被

害を受けた団体について，都市計画部局での地

理空間データ等の整備活用状況を概観した． 

今回は，集計対象として，災害救助法適用団

体を対象としたが，前述の通り，被害そのもの

で集計対象を設定する方法，たとえば震度の区

分，家屋被害や津波被害の有無・程度等の情報

を集約・精査することにより集計対象とした場

合の検討も今後進めていきたいと考えている． 

また，冒頭で述べた通り，復興に向けた様々

な取り組みにおいて，被害状況の把握にあわせ

て地理空間データの整備も進んでおり，本稿で

の状況よりも多くの団体で，地理空間情報を活

用していることが予想される．さらに今後，市

街地の復興の進展にあわせた新しい地理空間デ

ータの整備や，それにあわせたシステムの活用

の状況も発生することが予想される．そのため，

今後の継続的な状況把握を通して，震災前後で

の整備活用状況の変化を検討することも課題と

なるだろう． 

これらの課題については，機会を改めたい． 

なお，本稿の分析についてはあくまでも著者

の責任において行ったものであり，国土交通省

および国土技術政策総合研究所の見解を示すも

のではない． 
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補注 

1) たとえば，国土交通省国土技術政策総合研

究所・独立行政法人建築研究所(2011)や，

日本建築学会（2011）等があげられる． 

2) たとえば，国土交通省都市局（2011）や国

土交通省国土地理院（2011）等があげられ

る． 

3) 国総研 2011 調査では，依頼の前提として，

個別の団体の具体的な回答を公表しないこ

とを掲げ，集計的な傾向のみを公表の対象

としているため，本稿では集計値を元に検

討を行った． 

4) 厚生労働省社会・援護局(2011)を元に設定．

ただし，東京都は帰宅困難者に対する対応

が主な適用理由であることから，今回の分

析対象外とした． 

5) 初回締め切り後，3月 4日を回答期限とする

再依頼を行った． 

6) 整備・導入に関する集計において「有り」

と回答された団体数を母数で割った比率に

ついて，各群で同じと見なすべきか否かを

赤池情報量規準（AIC）で検証した． 



災害救助法適用団体での整備（導入）率

と基礎自治体での整備（導入）率が同じと

するモデルを AIC(0)，同じではないとする

モデルを AIC(1)とした時，AIC(0)と AIC(1)

で小さい方がふさわしいモデルであると言

える．その結果が表-4 である． 

表-4 整備（導入）率の AIC による検証 

7) ここでは，累積の曲線の外形的な特徴だけ

で考察を行うことにした．より詳細な統計

学的な有意性等を加味した検討は今後の課

題としたい． 
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AIC(0) AIC(1)
比率は同
じ

比率は同
じでない

図2 紙地図の整備率 1878.06 1876.95
図4 地理空間データの整備率 2690.02 2691.97
図6 システムの導入率 859.63 860.95
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